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【社  名】 有限会社　大幸緑地

【代表者名】 代表取締役　野田学

【所在地】 佐賀県佐賀市大和町大字川上3646

【資本金】 800万円 【事業年度】 ６月～翌年５月

【環境保全関係の責任者及び連絡先】

環境管理責任者：野田　雅文

TEL（0952）62-0451

FAX（0952）64-9038

E-mail:　taikouryokuchi@nifty.com

【事業内容】 土木工事業、造園工事業、とび・土工工事業、

【一般建設業許可】

佐賀県知事許可：　（般-29）9829

許可年月日：

許可有効期限：

【事業規模】 単位 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

売上高 百万円 97 82 109 84

従業員数 人 6 5 6 6

床面積 ｍ2 23 23 23 23

【対象事業所】

【対象活動】

本社・資材倉庫

土木工事業・造園工事業

平成29年8月1日

令和4年7月31日

① 会社概要

② 対象範囲



１．活動方針

　　（１） 電力、燃料等を効率的に使用し、省エネルギーに努め、

　　　　　二酸化炭素排出量を削減します。

　　（２） 廃棄物を削減します。

　　（３） 水使用量を削減します。

　　（４） リサイクルの推進に努めます。 

　　（５） 地域貢献活動の推進に努めます。

２．環境関連法規等その他の規則を遵守します。

３．環境経営方針は全従業員に周知します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日　令和３年１１月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有限会社　大幸緑地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　野田　学

有限会社　大幸緑地は、造園工事や土木工事を通じて

地域社会の緑化推進と環境の保全を積極的に取り組むことを推進します

その為に次の項目を重点的に取り組み、環境経営の継続的改善に努めます

③ 環境経営方針③ 環境経営方針



基準年

試行期間

2020年6月
～

2021年5月

2021年11月
～

2022年1月

2022年 2月
～ 2022年5

月

全社 ｋｇ-ＣＯ２ 49,327 12,209 16,442

事務所 ｋＷｈ 8,954 2,216 2,984

現場 ｋＷｈ 0 0 0

事務所 L 7,608 1,883 2,536

現場 L 0 0 0

事務所 L 0 0 0

現場 L 10,581 2,618 3,527

事務所 L 0 0 0

現場 L 49 12 16

事務所 L 0 0 0

現場 L 401 99 133

全社 ｋｇ 157,783 39,051 52,594

節水、メーター設置予定

騒音等の周辺環境配慮

④　環境経営目標

環境目標
サイト
区分

単位

目　標

2020年度
2021年度（1％削減） 2022年度

（２％削減）
2023年度
（3％削減）

2022年6月
～

2023年5月

2023年6月
～

2024年5月

１．二酸化炭素排出量の
     削減

48,340 47,847

① 電気使用量の
　　削減

8,774 8,685

0 0

③ 軽油使用量の
　　削減

0 0

10,369 10,263

② ガソリン使用量の
　　削減

7,456 7,380

0 0

④ 灯油使用量の削
減

0 0

48 47

⑤混合油使用量の削
減

0 0

392

備考　　二酸化炭素排出量の排出係数は、0.371kg-CO2/ｋＷｈを使用した。　

388

2．産業廃棄物の把握、削
減、リサイクルの推進

154,627 153,049

3．水使用量の削減

４．環境配慮工事の推進

５．地域貢献活動の推進 ボランティア活動に参加する



 　 　【令和3年度の主要な活動計画の内容】

　　　　  　　以下の取組みは、年間を通じて活動し、毎週月曜日の朝会で、環境管理責任者である専務が

　　　  　　　指導、教育及び確認することで周知徹底をはかる。 

2021/11～2022/5

取組目標 達成手段

１．二酸化炭素排出量の削減 責任者　野田雅文

①電気使用量の削減 　不要な照明の消灯 担当　野田直子

事務所 　パソコンやOA機器は省エネ設定を行う

現場 　空調の設定温度を決め、実行する

　照明器具、空調機の定期清掃

②ガソリン使用量の削減 　アイドリングストップ 担当　北島正隆

事務所 　急発進、急加速、急ブレーキの禁止

現場 　不要な荷物を積まない

　タイヤの空気圧の適正確認チェック

③軽油使用量の削減 現場 　アイドリングストップ 担当　原口康之

　急発進、急加速、急ブレーキの禁止

　不要な荷物を積まない

　タイヤの空気圧の適正確認チェック

２．廃棄物のリサイクルの促進

①産業廃棄物の把握、削減、リサイクル 現場 分別によるリサイクルの促進 担当　原口康之

3.   水使用量の削減

　　水使用量の調査 担当　野田直子

４．環境配慮工事の推進

騒音等の周辺環境配慮 担当　北島正隆

５．地域貢献活動の推進

　　ボランティア活動に参加する 担当　北島正隆

⑤ 環境経営計画



代表者

野田　学

事務

環境管理責任者

野田　雅文

ＥＡ２１事務局

工事現場 工事現場

⑥ ＥＡ２１実施体制



目標 実績

１．二酸化炭素排出量の削減

（kg-CO2）

電気

使用量

削減

ガソリン

使用量

削減

軽油

使用量

削減

混合油

使用量

削減

灯油

使用量

削減

91,645 40,410

ｋｇ ｋｇ

4,419 3,725
L L

○
意識づけの効果で目標達成

今後、継続活動

照明器具、空調機の定期清掃

⑦　環境目標の実績及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次年度の
環境経営目標及び環境経営計画（２０２１．１１～２０２２．5）

試行期間達成状況
環境目標 取組 判定 評価と今後の課題

パソコンやＯＡ機器は省エネ設定を行う

不要な照明の消灯

5,200 6,779
×

今後、年間を通じてフォロー。

目標達成。

今後も日々の努力をしていく。
28,651 28,527 ○

基準年年間平均での目標で、

季節性が反映されてなく

目標未達となった。空調の設定温度を決め、実行
ｋWｈ ｋWｈ

騒音等の周辺環境配慮

L L
×

意識づけの効果で目標直前

今後、継続活動

232 156

冬場の季節性（暖房）

今後、継続活動

適正運転
意識づけの効果で目標達成

今後、継続活動

節水、メーターをつけ現状調査

L

適正な温度管理
L

×

L
○

できな
かった

参加なし

6,145 6,199

試行期間の時期が悪く、

推進 機会がなかった

ボランティア活動に参加する

緑化推進活動に参加する

今後、継続活動

苦情等もなく、配慮できた

今後、継続活動

分別の徹底で目標達成

転用可能な資材の活用

分別によるリサイクルの促進

○

×

３．水使用量削減

○

２．廃棄物の把握

５．地域貢献活動

削減

リサイクルの推進

４．環境配慮工事の

推進

アイドリングストップ

急発進、急加速、急ブレーキ禁止

不要な荷物を積まない

タイヤ空気圧調整

アイドリングストップ

急発進、急加速、急ブレーキ禁止

不要な荷物を積まない

タイヤ空気圧調整

暖房のつけっぱなしをしない
28 408
L

配慮

参加する



適用される主な環境関連法規は次の通りです。

　２０２２年6月に上記の環境関連法規の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。

　また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

　　　エコアクション２１認証取得に向け取組を開始して7カ月。

　　環境経営の循環に力を入れていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年　6月１５日

　　目標達成できなかった項目もありました。今後は数値の推移を注視し、必要に応じて目標及び、
　　計画の見直しも考えていきます。
　　個々が自分の役割を自覚し、さらに積極的に活動ができるよう、役割の明確化を進めて行きたいと思いま

　　　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、様々な影響がありますが、今後も引き続き社内で情報交換をし、

　騒音規制法 　特定建設作業の届出　機械使用時の騒音レベルの遵守

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

　廃棄物の処理及び清掃に 　一般廃棄物及び産業廃棄物の排出管理

　関する法律（廃掃法） 　マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

　建設リサイクル法 　指定副産物、新築工事及び解体改修工事

　振動規制法 　特定建設作業の届出　機械使用時の騒音レベルの遵守

代表取締役　　野田　学

有限会社　大幸緑地

　フロン排出抑制法 　フロン類の使用の合理化及び管理の適正化

　水質汚濁法 　排水基準の厳守

オフロード法 基準適合表示を受けた車両の使用、点検整備

浄化槽法 指定検査機関の水質検査、保守点検を受ける

　　開始時は分からないことばかりで戸惑うこともありましたが、この取り組みを通して、社員の環境に
　　対する意識を高めることができました。

　　　環境経営計画で策定した取り組みはおおむね実施できていましたが、基準年との数値の開きが大きく、
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⑧ 環境関連法規等の遵守状況並びに違反・訴訟等の有無

代表者による全体評価と見直しの結果


